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志賀原発の建屋と活断層の位置

原子力規制庁提出資料を基に作成
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志賀原発２号機の活断層直上にある耐震重要施設
タービン建屋内を通る冷却⽔配管

活断層Ｓ－２・Ｓ－６

北陸電力「志賀原子力発電所２号機 新規制基準への適合性に係る申請の概要について」を基に作成
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崩壊熱と放射能の怖さ 

  原⼦炉圧⼒容器の⽔を数分間で空にするほどのペースで、毎時約 5600t もの蒸気をタービンへと送り出している原

⼦炉の核エネルギーは、たとえその 5％程度であっても膨⼤である。これが、原⼦炉緊急停⽌（スクラム）に成功し

ても、その直後に依然と発⽣している原⼦炉内の崩壊熱である。崩壊熱の発⽣は、その後時間とともに低下していく。

10 分後には 2％にまで下がり、100 分後には 1％、10 時間後には 0.7％、1 ⽇後には 0.5％、10 ⽇後には 0.3％、

100 ⽇後には 0.1％のように衰えていく。しかし、元の値が膨⼤であるだけに、0.1％といっても依然かなりの発熱

量に相当する。この崩壊熱を除去しなければ、崩壊熱の発⽣源である燃料ペレットや燃料被覆管の温度が上昇を続け、

溶融や損傷、崩壊が起こってしまう。それよりも融点の⾼い炉⼼を⽀持するステンレス鋼製の構造物にも同様の事態

が起こってしまう。これらの現象が状況や段階に応じて、燃料損傷、炉⼼損傷、炉⼼溶融（メルトダウン）、メルトス

ルーと呼ばれている。この場合、特に重要なのは原⼦炉停⽌直後の除熱である。あるいは LOCA という事象について

いうならば、ECCS による再冠⽔を達成するための迅速な応答の重要性である。初期冷却に失敗した場合、その後の

復旧が極めて困難で複雑なものになってしまう。第 1、第 2、第 3 と、次々と壁を突破しながら、放射性物質の放出

が起こってしまうからである。（後略） 
出典：『国会事故調報告書』から抜粋 
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志賀原発２号機の耐震重要度分類別の施設

出典：北陸電力「志賀原子力発電所２号機設置変更許可申請書」
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